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昨今、心身に重荷を背負う状況にある人々が、本人も家族もその対処法がわからぬままにひき

こもったり、自尊感情が損なわれ、追い詰められた挙句、暴力行為に及んだり、反社会的な事件

を引き起こして犯罪者と呼ばれるにいたる、二次障害ケースが非常に多い。 
 一般的に、精神、身体、知的といった障害の分類は、治療や教育の視点からは、有効なものか

もしれないが、「一人の人間としての存在を大事に思ってほしい」「社会の一員として何かの役に

立ちたい」という思いの切実さのところではみな同じ筈である。 
しかし、その力を自分で引き出せない・引き出す為のサポートも十分に受けられない・選択肢

も非常に限られている、また障害者として十羽一からげに扱われてしまい、ひとりひとりの個性

へのまなざしを持ってもらいにくいというのが日々の現状である為、フラストレーションがどん

どん膨れ上がる。そのつらさを誰にも受け止めてもらえず、自分で処理をせざるを得ないとき、

その絶望を食い物にするとんでもない魔の衝動に支配されてしまう。それぞれの障害によって、

生きづらさの形はちがっても、そのせつなさ、悔しさ、絶望の根底にあるものは「私の生きる価

値が見えない」である。その苦悩を共感出来るか否かがサポートする者に問われる。と同時に、

それぞれの個性をどのように生かした生き方が出来るのか、本人にその意思が湧き上がるのを信

じて静かな気持ちで待つ事も、伴走者としてのサポーターに求められる大切な要件である。 
自分の置かれた逃げられない状況を受け入れられない時、人はそれから目をそらす手段として

の自己防衛法や、あるいは満たされない心の飢えを満たすための逃避法を日常的に身につけてし

まっていることが多い。そういういわば影の部分は誰しも持っているが、人と人との摩擦や誤解

はその部分で発生する。あるものは攻撃的になり、ある者は卑屈になり、コミュニケーション不

能と感じると、ひきこもる。そして自然な交流や、平和な関係はますます結びにくくなってしま

う。問題は自分の状況を、ありのまま受け入れる自信のなさにある。余分な不安が大きすぎる時、

自分を過小評価しすぎて絶望する。それにもかかわらず、他の人も同じように辛いのかもしれな

いことに共感するゆとりがない。 
 心身に障害をもたざるを得ない人々が、決して社会的な第二次障害者とならないように、障害

をもつ人への共感力を養いその人の持つ個性を知り、その背後にかくれている本質的で本来的に

輝く力をみいだしてゆきたい。彼らが少しでも生き易くなるように、自分の力を発揮できる場が

持てるような社会の環境づくりを、一人でも多くの方々と心を合わせて実現化してゆきたい。若

者や家族もまたその思いを持つ社会人として努力してほしい。 
両者を理解しコーデイネート役をする人がこれからは非常に必要です。 
姫路こころの事業団はその役割を担う使命を感じています。そのために未来へ向かって様々の

思いが広がっています。そして、心あるかたがたとの出会いを切に求めています。 
 

 
 
 

姫路こころの事業団

 代表 濱中美喜子
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